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　講師の前野隆司氏はロボット工学の専門家で、2004年に『脳はなぜ「心」を作ったのか──「私」
の謎を解く受動意識仮説』（筑摩書房）を出版して多くの議論を呼んだ。「ヒトの意識は受動的 !?」
という大胆な仮説を提示し、「ロボットの心の作り方」という論文も2005年の日本ロボット学会誌
に発表している。今回の公開講演は、心の定義、心の歴史、受動意識仮説、ロボットの心、の順に
進められた。氏は、心は脳のニューラルネットワークにより作られたものであるとする「心身一元
論者」であり、その思想は釈迦の「空」や老子・荘子の「無」に近く、近代科学の基礎となったデ
カルト的二元論と対立する。氏の考えでは、脳の階層型ニューラルネットワークは任意のパターン
変換機（非線形演算機）であり、脳の中では無意識の小びとたち（ニューラルネットワーク）がそ
れぞれ役割分担して様々な処理（自律分散的情報処理）を行っており、その結果として受動的に「意
識」が作られる。そして、「『意識』や『自由意志』は幻想（錯覚）ではないか？」という疑問を提
示し、様々な例を挙げて説明した後で、ヒトの「意識」が主体的に行っていると思っていることは、
すべて、「無意識」の結果を受動的に受け取って追体験しているだけである、という結論に到達する。
では何のために追体験を行うのかというと、無意識に行ったたくさんの小びとたちの体験をエピ
ソード記憶として一つにまとめるためである。エピソード記憶がなければ、たぶんヒトは生きてい
くことができない。これが、身体は世界とつながっていて「意識」は「無意識」の結果を見ている
だけの脇役に過ぎないと考える新しい心のモデル、すなわち受動意識仮説である。
　「意識」がすべてをコントロールすると考える従来の心のモデルが、絶対的価値を重視する近代
という社会を作り上げ、民族主義・新保守主義と結びつくのに対し、相対的価値を重視し、自律分
散・創発・複雑系などに注目する現代科学の時代は、明確な目的や到達点を定めることのできない
ニヒリズムの時代である。今、このような不確かな現代をいかに生きるかが問われており、「創造
と倫理」の問題が重要なテーマとして再浮上してきた。
　氏は「私は環境問題の専門家ではない」といわれるが、それを承知であえて講演をお願いした理
由は、自然と人間の関係性の問題、つまり環境問題の本質が、「環境が人間の心にどのような作用
を及ぼすか」にあると考えたからである。予想したとおり、午前の公開講演会でも、午後の環境研
究会でも、講演内容をめぐって活発な質疑が交わされた。「環境」という視点から考えると、この
受動意識仮説は、「環境の問題は人間の問題である」ことの科学的な基礎を与えた「理論」と考え
ることができる、今後、「新しい知」の創出に際して重要な役割を果たすものと期待される。
　次頁以降は、氏が講演に用いたパワーポイントのコピーである。 （榧根勇　記）
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